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香
取
遺
産

　皆さんに読んでほしい小
説やエッセイ、旅行記や絵
本など、バラエティーに富
んだ本を紹介します。

▲背中の刻銘（左）、勢至・阿弥陀・観音の三尊像（右）

小児童の誇りを胸に
アルミ缶を集めて車椅子を寄贈沢

BOOK
今月のおすすめ

　

沢
小
学
校
児
童
が
、
ア
ル
ミ

缶
を
集
め
て
購
入
し
た
車
椅
子

1
台
を
、
3
月
12
日
に
高
齢
者

福
祉
施
設
「
杜
の
家
」（
岩
部
）

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
回
収
は
、
総
合
学

習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
学
校
に
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を

設
置
し
、
地
域
の
人
や
保
護
者

の
協
力
に
よ
り
、
半
年
間
で
約

3
0
0
㎏
の
ア
ル
ミ
缶
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
今
年
の
3
月
末
に

閉
校
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
が

最
後
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
8
年
間
で
7
台
の
車

椅
子
を
寄
贈
し
て
き
た
児
童
た

ち
は
、
人
の
役
に
立
つ
素
晴
ら

し
さ
と
喜
び
を
学
び
、
沢
小
児

童
と
し
て
最
後
の
心
の
こ
も
っ

た
贈
り
物
を
し
ま
し
た
。

₃月10日

▲やさしく放流する第一山倉小の児童たち

環
境
学
習
で
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流

き
く
な
っ
て
戻
っ
て
お
い
で

大

　

川
を
き
れ
い
に
す
る
環
境
学

習
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
小

学
校
で
は
、
漁
業
組
合
や
有
志

団
体
な
ど
の
協
力
に
よ
り
サ
ケ

の
卵
を
分
け
て
も
ら
い
、
毎
年

自
分
た
ち
で
ふ
化
さ
せ
た
稚
魚

を
サ
ケ
の
遡
上
す
る
最
南
端
の

川
と
し
て
知
ら
れ
る
栗
山
川
や

そ
の
支
流
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
9
日
に
は
、
第
一
山
倉

小
学
校
の
1
、
2
年
生
が
、
5

㎝
ほ
ど
に
育
て
上
げ
た
稚
魚

を
「
大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
お

い
で
」
と
、
口
々
に
言
葉
を
か

け
な
が
ら
支
流
に
放
し
、
稚
魚

の
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見

送
っ
て
い
ま
し
た
。

卒業式で曙さんが激励
　山田中学校卒業式に元
横綱の曙さんが来校し、

「これからの生活でしっ
かりと努力することが大
切です」と生徒を激励し
ました。卒業式に真剣に
参加する生徒の姿に感動
した曙さんは、見送りの
際に卒業生一人ひとりと
握手を交わし、励ましの
言葉をかけていました。

▲沢小児童として最後の贈り物

クリーニング屋さんが教える
おうちで簡単♥魔法の洗濯ワザ 
　自分で洗えば、ここまで節約
できる！街のクリーニング屋さ
んが、知っていそうで知らな
かったクリーニングのコツと裏
ワザを大公開。自宅で洗濯した
場合の節約代金もわかる。

可愛い写真の撮り方 
　知識ゼロでもコンパクトデジ
カメでも、₃ステップですぐ上
達！写す・飾る・ＵＰする・作る・
保存する。年賀状やブログに大
活躍！赤ちゃん、子ども、ペッ
ト、料理、雑貨、花など。高価
なカメラや難しいメカの知識は
必要なし。テーマ別可愛い写真
の撮り方を紹介。撮った写真を
プリントしたり、パソコンで活
用する方法なども掲載。

一瞬で心をつかむ
　魔法の黒板ＰＯＰ
　必要なのはセンスよりルール
です！店頭に飾られた、素朴で
親しみのある手書きメッセージ
…黒板ＰＯＰ。お客様を引き寄
せる、その不思議な販促ツール
のつくり方や演出法を紹介。街
の黒板ＰＯＰギャラリー付き。

ぼくはあるいた
　まっすぐまっすぐ
マーガレット・ワイズ・ブラウン／作
坪井郁美／文　林明子／絵
　ある日、電話がかかってきて、
ぼくはおばあちゃんの家にひと
りで出かけることになった。家
の前の道をまっすぐまっすぐい
けばいいんだって言うけど、無
事にたどり着けるかな？冒険心
あふれる子どもたちにお勧めの
絵本。

　

長
野
県
善
光
寺
の
ご
本
尊
を

模
し
た
と
さ
れ
る
、
特
色
あ
る

形
式
の
仏
像
を
﹁
善
光
寺
式
阿

弥
陀
三
尊
﹂
と
呼
び
ま
す
。

　

阿
弥
陀
如
来
を
中ち
ゅ
う

尊そ
ん

と
し
、

観
世
音
菩
薩
、
勢せ
い

至し

菩
薩
を
両

脇わ
き

侍じ

と
す
る
三
尊
像
で
す
。
多

く
は
中
尊
が
50
㎝
前
後
の
銅
造

の
立
像
で
す
。
鎌
倉
期
以
降
、

関
東
や
東
北
地
方
を
中
心
に
全

国
各
地
で
盛
ん
に
造
ら
れ
ま
し

た
。
県
内
で
も
30
数
例
現
存
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
が
府
馬
の
修し
ゅ
う

徳と
く

院い
ん

に

も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

修
徳
院
は
、
満
寿
山
宝
満
寺

を
号
す
る
天
台
宗
の
寺
院
で

す
。寺
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、

天
喜
3
年
︵
1
0
5
5
︶
千
葉

常
将
の
三
男
昌
天
に
よ
り
開
基

さ
れ
た
古こ
さ

刹つ

で
、
ご
本
尊
は
薬

師
如
来
で
す
。

　

こ
の
三
尊
像
は
、
明
治
初
期

に
廃
寺
と
な
っ
た
同
地
区
の
西

観
院
の
本
尊
を
移
し
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
弥
陀
像
の
像
高
は
49
㎝
、

両
手
首
の
他
は
一い
っ

鋳ち
ゅ
う

で
す
。
残

念
な
が
ら
両
手
首
は
失
わ
れ
て

い
ま
す
が
︵
左
手
は
後
補
︶、

善
光
寺
式
中
尊
は
、
右
手
は
施せ

無む

畏い

印い
ん

︵
掌
て
の
ひ
ら

を
開
き
正
面
に
向

け
る
︶、
左
手
は
刀と
う

印い
ん

︵
人
差

し
指
、中
指
の
二
指
を
伸
ば
し
、

下
に
下
げ
る
︶
が
特
色
で
す
の

で
、
こ
の
印
を
結
ん
で
い
た
と

推
察
さ
れ
、
光こ
う

背は
い

用
と
思
わ
れ

る
枘ほ
ぞ

が
背
中
に
鋳
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

両
脇
侍
の
像
高
は
、
観
音
像

30
・
4
㎝
、
勢
至
像
30
㎝
、
い

ず
れ
も
梵ぼ
ん

篋き
ょ
う

印い
ん

︵
胸
前
で
両
掌

を
水
平
に
重
ね
る
︶
を
結
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
も
善
光
寺
式
の

特
色
の
一
つ
で
、
両
像
と
も
肩

か
ら
先
を
別
鋳
と
し
て
嵌
め
込

「府馬の修
しゅう

徳
とく

院
いん

」

善光寺式阿弥陀三尊

ん
で
い
ま
す
。
八
角
宝
冠
を
戴

き
、
そ
の
正
面
に
観
音
像
の
証あ
か
し

で
あ
る
阿
弥
陀
像
と
勢
至
像
の

証
で
あ
る
宝ほ
う

瓶び
ょ
う

を
鋳
出
し
て
い

ま
す
。

　

三
躯
と
も
保
存
状
態
は
た
い

へ
ん
良
く
、
鍍と

金き
ん

も
残
っ
て
い

ま
す
。
中
尊
の
背
中
に
は
、
正

応
3
年
︵
1
2
9
0
︶、
匝
瑳

北
条
大
寺
郷
の
平
次
太
郎
入
道

が
造
立
し
た
旨
の
刻
銘
が
あ

り
、
両
脇
侍
に
も
同
様
の
刻
銘

が
あ
り
ま
す
。
製
作
年
代
の
明

ら
か
な
も
の
で
は
、
県
内
で
も

最
古
の
部
類
に
属
し
ま
す
。

　

修
徳
院
の
三
尊
仏
は
秘
仏
の

た
め
、
通
常
は
拝
観
で
き
ま
せ

ん
が
、
現
在
、
長
野
県
信
濃
美

術
館
へ
出
品
展
示
︵
5
月
31
日

ま
で
︶
さ
れ
て
い
ま
す
。

︵
県
指
定
文
化
財
﹁
銅
造
阿
弥

陀
如
来
及
び
両
脇
侍
立
像
﹂、

昭
和
42
年
12
月
22
日
指
定
︶


